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洋上風力分野における風車ウエイクの相互干渉現象の重要性

大規模洋上ウィンドファーム, Denmark, Horns Rev 1における
霧(mixing fog)による風車ウエイクおよびその相互干渉現象の可視化

研究開発のモチベーション
風車ウエイクの相互干渉現象  複雑大気乱流場  未だ謎の多い非定常現象
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 風車ブレードの回転に伴い、その下流側には風車
ウエイクと呼ばれる風速の欠損領域 / 複雑乱流場
が形成される。

 風車群から構成される大規模洋上ウィンドファー
ムでは、風車ウエイク現象が相互に干渉し、複雑
大気乱流場を形成する。

 風車ウエイクの相互干渉現象は、下流側の風車群
の発電量の低下や風荷重の増大などに直接的な
影響を与える。

 風車ウエイクの相互干渉現象の正確な理解と、その
予測は洋上風力分野での最重要検討課題である。
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大学主導の高信頼性・風車ウエイクモデルの開発が急務

仮想の洋上ウィンドファームの諸条件

【設備利用率 33.2％ の場合】
設備容量500MW × 1,000kWh × 24時間 × 365日 × 設備利用率33.2％ × 買取価格20円/kWh ＝ 290.8億円 / 年 (A) 

【設備利用率 34.2％ の場合】
設備容量500MW × 1,000kWh × 24時間 × 365日 × 設備利用率34.2％ × 買取価格20円/kWh ＝ 299.6億円 / 年 (B)

(B) － (A) = 約8億7,600万円 / 年

20年間では175億2000万円の収益を生む！(逆は収益の悪化)

高信頼性ウエイクモデルによる正確な設備利用率の予測(風車ウエイクの相互干渉予測)は極めて重要

高信頼性ウエイクモデルの有効利用によって設備利用率が 1ポイントUP

●買取価格 ： 20円/kWh●設備容量 ： 500MW (15MW×約33基) ●調達期間 ： 20年間 ●設備利用率 ： 33.2％

大規模洋上ウィンドファームにおける風車ウエイク現象の経済的インパクト
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洋上ウインドファームの採算性と耐久性の最適設計
に資する日本型ウエイクモデルの開発と社会実装

研究期間 : 2021年10月1日～2025年3月31日（3年6ヵ月）

ドローンによる
風車ウエイク計測, 
2023年9月28日→

(※)

(※) 現在，ENEOSリニューアブル・エナジー株式会社（ERE）に社名変更

↑ CFDポーラスディスク・ウエイクモデルによる風車ウエイクシミュレーション

4



1.  浮体式風車ウエイクの風洞実験技術の開発
2.  大型風車のラボスケール風車模型の開発
3.  セミサブ型に対応可能なラボスケール浮体動揺模擬加振装置の開発
4.  浮体式風車ウエイクの工学数式モデルの開発
5.  状態監視技術を活用した風車ウエイク影響評価法の開発

 国立大学法人 九州大学（応用力学研究所）

 東芝エネルギーシステムズ株式会社（風車メーカー、発電事業者）

 日立造船株式会社（浮体基礎メーカー、発電事業者）

 日本精工株式会社（風車部品メーカー、風車状態監視事業者）

 国立大学法人 九州大学（情報基盤研究開発センター）

研究期間：2023年5月10日～

着床式・風車ウエイク 浮体式・風車ウエイク

第3回研究開発
推進委員会にて, 
2024年2月22日→
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